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三
月
号

も
く
じ

表
紙

片
貝
小
学
校
校
内
ス
キ

l
大
会
か
ら
1

老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進

事
業
と
そ
の
あ
ゆ
み

:
円L
・
qu

税
の
申
告
・
課
税
台
帳
縦
覧

T
:
:
:
:
:
:
:
5

運
転
設
備
資
金
ほ
か

市
の
交
通
白
書
・••• 

加
入
し
よ
う
市
民
交
通
傷
害
保
険
に

-
:
FO
 

知
っ
て
お
き
た
い
国
民
年
金

寄

付

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
T

・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
8

国
保
だ
よ
り

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
特
集

五
万
市
民
の
都
市
づ
く
り
「
住
宅
編
」

:-
m
・
日

お
知
ら
せ
・
相
談
あ
ん
な
い
:
:
:
:
:
:
ロ
・
日

寄

付

日
川
間
凶

文
化
講
演
会
案
内
、
小
・
中
学
校
入
学
式
と
卒
業
式

み
ん
な
の
保
健

魚
津
市
の
自
然

・
休
日
診
療
医

・
市
の
人
口

高
葉
の
う
お
づ
・
:

施
設
行
事
案
内
・
・
・・..
..
......
.......... ・・・・・・・
・・日

裏
表
紙
・
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
・
:

三
月
号
表
紙
の
こ
と
ば
、
編
集
後
記

4 

(2) 

7 9 

cu
.
司

I

唱
E
ム

司

I
A

18 20 
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。
老
人
の
た
め
の
明
る

い
ま
ち
推
進
大
会

午
前
一

O
時
か
ら

0
事
業
説
明

O
講
演
三
月
十
二
日
目

場
所
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

老
人
芸
能
大
会

午
後
一
時
か
ら

O
浪
曲

o
声
帯
模
写
0
民
謡

入
場
無
料
:
・
:
:
:
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
市
社
会
福
祉
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入

場
整
理
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
事
故
防
止
の
た

め
先
着
九
百
名
で
締
め
切
ら
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
(
当
日
、
入
場
整
理

券
の
な
い
方
の
入
場
は
お
断
わ
り

い
た
し
ま
す
。
)

(3) 
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;I毒剤韓米機材議発期I
健
う
W
《
を
消
す
ま
で
躍
す
怠
固
と
脳

春の全国火災予防運動はじまる

3月25日-3月31日(第1期)

EZ置

あ
な
た
の
消
火
で
き
る
範
囲

ど
ん
な
火
災
で
も
は
じ
め
は
H

ボ

ヤ
へ期
を
失
せ
ず
、
あ
わ
て
ず
消
火
す

れ
ば
火
災
を
大
き
く
し
な
い
で
す
み

ま
す
。火
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、・
さ
っ

さ
と
逃
げ
だ
す
の
は
落
第
で
す
。
ま

ず
「
火
事
だ
」
と
大
声
で
隣
近
所
へ

知
ら
せ
て
か
ら
早
い
う
ち
に
消
火
行

動
を
と
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で

す。
火
災
の
よ
う
す
は
、
燃
え
て
い
る

場
所
、
燃
え
て
い
る
物
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、

一
般
住
宅

の
場
合
、
ふ
す
ま
な
ど
に
火
が
つ
い

て
、
天
井
に
炎
が
達
す
る
ま
で
に
、

ふ
?
っ
三
分
1
五
分
ぐ
ら
い
か
か
り

ま
す
。勝負

の
分
か
れ
目
、
=
一
分
間

こ
の
三
分
間
が
あ
な
た
に
と
っ
て

大
切
な
初
期
消
火
の
時
間
な
の
で
す
。

天
井
に
火
が
入
る
ま
で
が
、
初
期
消

火
の
限
界
で
す
。

こ
の
か
立
ち
上
が
り
。
の
燃
え
を

押
さ
え
る
こ
と
が
初
期
消
火
の
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

煙
や
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
あ
わ

て
ず
に
、
落
ち
つ
い
て
消
火
す
れ
ば
、

案
外
た
い
し
た
こ
と
な
く
火
は
消
え

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

E翠ヨ

(4) 

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

火
が
天
井
に
燃
え
移
っ
た
と
き
が
初

期
消
火
の
限
界
と
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
の
限
界

が
目
安
で
す
。

0
普
通
の
住
宅
の
場
合
、
窓
も
避
難
路

で
す
。
H

い
ざ
。
と
い
う
時
の
た
め
に
、

二
階
以
上
の
建
物
に
は
ロ

l
プ
や
避
難

は
し
ご
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
煙
が
ひ
ど
い
時
で
も
、
床
に
近
い
と

こ
ろ
は
比
較
的
に
煙
は
う
す
い
も
の
で

す
。
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
は
う
よ

う
に
、
煙
を
吸
い
こ
ま
な
い
よ
う
に
避

難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
の
最
優
先

消
防
白
書

(
五
十
二
年
版
)
に
よ
る

と
、
六
十
一
歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
者

数
は
五
百
六
十
四
人
で
、
全
体
の
三
四

%
も
占
め
て
い
ま
す
。
と
っ
さ
の
判
断

が
で
き
な
い
、
幼
児
や
体
が
動
か
な
い
、

お
と
し
よ
り
、
病
人
な
ど
は
、
。
い
ざ
。

と
い
う
時
に
避
難
し
や
す
い
場
所
に
就

寝
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
周
囲
に
ひ
と
り
暮
ら
し
、
寝

た
き
り
の
お
と
し
よ
り
な
ど
が
い
る
場

合
に
は
、
み
ん
な
で
心
を
配
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
避
難
の
最
優
先

は
、
お
と
し
よ
り
、
幼
児
、
身
体
の
不

自
由
な
人
が
第
一
で
す
。

痛
ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
こ

の
こ
と
は
必
ず
守
り
、
励
行
し
ま
し
ょ

、っ。
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〈
〉
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
制
で
す

申
告
用
紙
は
二
月
中
旬
に
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
配
付
し
ま
し
た
が
、
同
封
の

「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
を
お
読
み
に

な
っ
て
、
必
要
事
項
を
記
入
さ
れ
、
市

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
申
告
用
紙
が
届
い
て
い
な
か
っ

た
り
、
な
く
し
た
人
は
税
務
課
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
〉
申
告
の
必
要
な
人

①
五
十
三
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
。

②
事
業
所
得
等
(
商
業

・
工
業
・
農

業

・
医
業

・
不
動
産
・
譲
渡

・
配
当

・
利
子
等
)
の
あ
っ
た
方
。

③
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得

(

配
当
、
不
動
産

・
譲
渡

・
農
業
所
得

ことしも所得税の確

定申告と市県民税の申

告時期が来ました。

この申告は， 53年度の

課税資料となるもので

すから，納得のいく税

金が納められるよう正

しい申告をしましよう。

等
)
の
あ
っ
た
方
。

④
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
五
十
二

年
の
中
途
で
退
職
等
の
た
め
所
得
税

の
年
末
調
整
が
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

⑤
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
雑
損
控

除
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
。

〈
〉
確
定
申
告
書
を
出
さ
れ
る
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
確
定
申
告
書
の
な
か

に
「
住
民
税
、
事
業
税
に
関
す
る
事

項
」
の
欄
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず

書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
は
、

事
業
税
の
申
告
書
の
提
出

は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
〉
申
告
を
し
な
い
と

市
県
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か

っ
た
と
き
や
期
限
が
過
ぎ
て
提
出
さ
れ

た
と
き
、
あ
る
い
は
必
要
な
事
項
の
記

山

載
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
い
ろ
い
ろ
な

川

控
除
を
し
な
い
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
た

い

と
え
ば
、
生
命
保
険
料
や
社
会
保
険
料
、

川

雑
損
の
各
控
除
な
ど
受
け
ら
れ
ず
、
余

い

分
に
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

仰

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

一

八
〉
相
談
所
を
聞
き
ま
す

〈

三
月
十
五
日
ま
で
(
土
曜
日
は
正
午

〉

ま
で
、
日
曜
日
は
除
く
)
市
税
務
課
内

〈

に
相
談
所
を
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
ご
利

〉

用
く
だ
さ
い
。

〈

ご覧になれます

あなたの課税台帳

|固定資産税 |

ー
量
一
指
・
受
信
費
金
こ
I

l

-

-

一

鯛

引

荷

量

固

守

Z
園
田
回
血
引

"--sJZ'L

一

「
|
|
小
口
事
業
資
金
の
利
用
を
し

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、

事
業
経
営
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
小

口
事
業
資
金
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

融
資
希
望
者
は
、
市
商
工
水
産
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

l
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
二

十
人
(商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
)

以
下
の
小
規
模
事
業
者
の
う
ち
、
県

税
と
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
。

マ
融
資
条
件

。
使
途

l
事
業
資
金

(運
転
、
設
備
)

O
限
度
額

l
四
百
万
円
以
内

O
利
率

l
年
六
・
四
%

。
期
間

l
四
年
以
内

(据
置
な
し
、
元

利
均
等
償
還
)

O
保
証
人

l
一
名
以
上

O
担
保

i
原
則
と
し
て
無
担
保

O
保
証
料

1
0
・
六

%

53年度の固定資産税の課税の基礎となる

課税台帳を，つぎのとおり縦覧 します。あ

なたの固定資産「土地，家屋，償却資産」

などがどのように評価されているかご覧 く

アごきい。

1.縦覧の場所

2.縦覧の日時

3月1日から 3月20日まで日曜日を除

く，午前 8時30分から午後 5時まで「た

だし土曜日は，午前 8時30分から正午ま

で、」

市税務課

知
事
ま
た
は
市
町
村
の
長
の
認
定
を
受

け
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
は

①
低
利
資
金
の
貸
付
け
、
②
中
小
企
業

設
備
近
代
化
資
金
の
償
還
期
限
の
延
長

③
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
④

課
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
小
企
業
者
の
認
定
は
、
指
定
業
種

で
あ
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
、
七

月
、
八
月
の
い
づ
れ
か
の
生
産
額
ま
た

は
取
引
額
が
、
前
年
の
同
期
に
比
べ
て

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
、
ま
た
は

減
少
の
見
込
み
の
も
の
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
取
扱
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
水
産
課

ま
た
は
県
中
小
企
業
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

国
で
は
、
円
相
場
の
高
騰
に
よ
り
、

輸
出
が
減
少
す
る
な
ど
の
影
響
を
受
け

て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
金
融
、

税
制
等
の
面
で
、
特
別
の
措
置
を
溝
じ

経
営
の
安
定
を
は
か
る
目
的
と
し
て
、

こ
の
た
び

「円
相
場
高
騰
関
連
中
小
企

業
対
策
臨
時
措
置
法
」

(円
高
対
策
法
)

を
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
円
高
対
策
法
は
、
円
高
に
よ
り

影
響
を
被
っ
た
業
種
と
し
て
指
定
す
る

業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
者
等
が
、
県

(5) 
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tl堕17
会

引館

テ
レ
ビ
の
活
用
と
読
書

昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
、

N
H
K

テ
レ
ビ
の
本
放
送
開
始
当
日
の
全
国
で

の
受
信
契
約
数
は
八
六
六
件
、
昨
年
十

一
月
末
現
在
の
契
約
数
は
二
七
五

O
万

件
と
な
り
、
生
活
と
テ
レ
ビ
は
切
り
離

す
こ
と
が
不
可
能
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。N
H
K
調
査
で
は
、
テ
レ
ビ
を
一
番

よ
く
見
て
い
る
の
は
家
庭
婦
人
で
、
平

日
の
一
日
平
均
、
四
時
間
五
七
分
と
い

う
数
字
が
出
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
生
活
の
中
に
い
か
に
う
ま

く
利
用
す
る
か
を
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

婦
人
百
科
、
趣
味
の
園
芸
、

3
分
ク

ッ
キ
ン
グ
、
き
ょ
う
の
料
理
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
さ
せ
な
い
で

と
い
う
本
が
出
ま
し
た
。
著
者
は
「
自

閉
症
の
原
因
は
、
テ
レ
ビ
で
は
な
い
か
」

と
疑
問
を
い
だ
き
な
が
ら
、
こ
と
ば
の

お
そ
い
子
や
こ
と
ば
を
な
く
し
た
子
ど

も
た
ち
の
心
理
判
定
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
テ
レ
ビ
を
侵
す
も
の
、
テ

レ
ビ
は
魔
物
か
、

な
ど
も
輿
味
深
か
く

読
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
テ
レ
ビ
と
本
、
映
画
と
本
は

切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

読
ん
で
か
ら
見
る
か
、
見
て
か
ら
読

む
か
と
大
き
く
P
R
し
た

「
人
間
の
証

明」

朝
の
ド
ラ
マ

「
風
見
鶏
」
上
・
下

四
月
か
ら
始
ま
る
「
お
て
い
ち
ゃ
ん
」

は

「
私
の
浅
草
」
(
沢
村
貞
子
著
)
が
脚

本
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
曜
日
の

「
黄
金
の
日
日
」
「
呆
宋
助

左
衛
門
」
「
東
芝
日
曜
劇
場
」

が
あ
り
ま

す。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
は
、
演
出
家

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
心
を
う
つ
度
合

い
が
違
っ
て
き
ま
す
。

「
明
日
の
た
め
に
」
(
石
井
ふ
く
子
著
)

名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
著
者
が
、

マ
ス
コ
ミ
か
ら

ρ

オ
ニ
お
ふ
く
。
と
ネ

ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
「
た
だ
い
ま
十
一
人
」

を
最
初
に
次
々
と
連
続
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ

に
取
り
組
ん
で
、
家
族
が
安
心
し
て
楽

し
ん
で
見
れ
る
ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
る

苦
心
談
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
図
書
館
に
備

え
ら
れ
て
い
る
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

" 

/、 一一 一ーブL 三三ノ、/、ョ玉 二二 ヨs:.14EI一 二二
~ 一一 一一/、~ /"にーー フ匂ブ"t..ブ1..Cコフ句
人人人人人人人人人人人入

三一量究室三 三 芙美四五宗
人人 人人人 人 人人瓦人人人

西
部
中
学
校
四
一
四
人
雪
瓦
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中
学
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の
卒
業
式

三
月
十
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日
幽
西
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中
学
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H

東
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中
学
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三
月
十
八
日
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倉
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校
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校

西
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国民等.. 

保
険
料
が

か
わ
り
ま
す
。

四
月
か
ら

ニ
、
七
=
一

O
円
に

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
月

々
二
、
二

O
O円
で
し
た
が
、
四
月
か

ら
二
、
七
三

O
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
付
加
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
現
行
ど
お
り
四
O
O円
で
、
月
額

三
、
二
ニ

O
円
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

年
々
、
保
険
料
が
引
き
上
げ
に
な
り
、

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
「
ま
た
か
/
」

と
溜
息
を
つ
か
れ
る
方
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
現
行
の

保
険
料
が
健
全
な
年
金
財
政
を
維
持
し

て
い
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る
保
険
料
よ

り
、
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
現
在

の
年
金
額
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
か
月
五
、

0
0
0円
の
保
険
料
が
必

要
だ
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
物
価
の
上
昇
に
見
合

う
年
金
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
た

め
に
、
そ
れ
に
併
せ
て
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
要
因
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
魚
津
市
の
国
民
年
金
加

入
者
が
、
五
十
一
年
度
に
納
め
た
保
険

料
が
二
億
五
百
万
円
、
支
払
わ
れ
た
年

金
額
が
四
億
八
千
七
百
万
円
(
拠
出
年

金
の
み
)
で
す
か
ら
、
単
純
に
比
較
し

て
も
支
給
額
が
大
幅
に
保
険
料
額
を
上

回
っ
て
お
り
、
保
険
料
引
き
上
げ
の
理

由
が
お
わ
か
り
願
え
る
か
と
存
じ
ま
す
。

安
い
保
険
料
を
掛
け
、
高
い
年
金
額

を
も
ら
う
こ
と
は
誰
れ
も
が
望
む
と
こ

ろ
で
す
が
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会

の
中
で
、
年
金
を
受
け
る
人
は
ま
す
ま

す
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
み
な
さ

ん
自
身
も
将
来
年
金
受
給
者
と
な
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
日
の
た
め
に
も
国
民

年
金
が
健
全
で
あ
る
よ
う
に
、
保
険
料

引
き
上
げ
に
十
分
な
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
安
定

だ
け
で
な
く
、
万
一
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て

夫
に
先
だ
た
れ
た
り
し
た
時
に
も
、
生

活
の
支
え
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
日
ご
ろ

か
ら
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
に
は
、
保
険
料
の
「
免
除
制
度

」
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
民
課
国
民
年

金
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

五
十
二
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の

最
終
納
期
(
一
、
二
、
三
月
分
)
の
期

こ
ん
な
に
も

支
払
わ
れ
て
い
る

国
民
年
金

限
は
三
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
う
っ
か
り
し
て
、
納
期
限
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

町
内
(
部
落
)
の
年
金
組
織
に
加
入

の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
委
員
を
通
じ

て
納
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
し
、
組

織
に
未
加
入
の
方
は
、
直
接
金
融
機
関

(
銀
行
、
信
用
金
庫
)
ま
た
は
農
協
、

市
役
所
窓
口
で
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
昨
年
四
月
以
降
(
一
、
二
、

三
期
分
)
の
未
納
の
あ
る
方
は
、
併
せ

て
こ
の
期
限
内
に
納
め
、
未
納
に
な
ら

泣
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
う
っ
か
り
納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
年
金
係
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(7) 
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雪
国
に
育
っ

た
私
は
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
ス
キ

ー
の
出
来
る
冬

の
季
節
が
大
好

き
で
し
た
。
社

会
人
に
な
っ
て

か
ら
は
、
競
技

ス
キ
l

(ア
ル

ス
キ

i
に
魅
せ
ら
れ
て
グ

国
体
出
場
選
手

天
神
野
新
武
田
克
己
(
三
十
歳
)企写真は団体で活躍する武田選手

ペ
ン
)
に
夢
中
に
な
り
、
国
体
に
出
場

す
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
開
催
の
お
お
や
ま
国

体
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
魚
津
市
総

合
体
育
館
が
五
十
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

設
備

・
器
具
の
充
実
し
た
体
育
館
で

ス
キ
ー
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

み
体
力
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
年
の
大
山
国
体
に
出
場

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
は
緊
張
感
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
く
よ
い
成
、

績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
発
勝

負
の
む
ず
か
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
大
会
の
苦
い
経
験
を
生

か
し
、
今
年
の
二
月
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
た
中
部
日
本
ス
キ
l
大
会
で
は
、
は

じ
め
て
二
種
目
に
優
勝
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
の
成
績
に
よ
り
、
二
月
十
九
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
や
ま
び
こ
国
体
(
長
野

県
)
に
出
場
し
ま
す
。

県
(
市
)
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
え

る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
来
ま
す
。

ス
キ
l
を
愛
好
す
る
皆
さ
ん
、
ス
キ

ー
技
術
は
、
時
代
と
共
に
進
歩
し
て
い

ま
す
。
勉
強
、
仕
事
と
大
変
で
す
が
、

日
ご
ろ
か
ら
体
力
を
養
い
、
ス
キ
!
技

術
を
磨
き
、
よ
い
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

注
、
や
ま
び
こ
国
体
に
魚
津
市
か
ら

武
田
さ
ん
の
他
に
住
吉
春
美
(
大

海
寺
新
)
、
高
岸
裕

(住
吉
)
さ
ん

の
2
名
も
出
場
し
ま
す
。

(8) 

吉
野

・
月
形
橋
ま
で
行
き
帰
り
は
パ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
八
時
二
十
分
ま
で

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
中
食
不
要
)

四
月
の
歩
こ
う
会

四
月
の
歩
こ
う
会
は
、
二
月
升
方
方

面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
前
午
前

八
時
三
十
分
に
徒
歩
に
て
出
発
、
住
吉
、

市
で
は
二
月
初
旬
に
市
内
全
家
庭
に
『
健
康

手
帳
』
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
留

意
し
て
い
た
だ
く
た
め
と
、
健
康
を
保
持
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く
読
ん
で
い
た
だ

き
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

さ
て
、
国
保
の
療
費
は
、
こ
と
し
実
質
で
九
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
診
療
費
の
方
も
十
一
月
分
ま
で
で
、
当
初

計
画
し
た
伸
び
率
を
は
る
か
に
超
え
て
、
一
四
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す。
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
伸
び
は
、
や
が
て
は

皆
さ
ん
に
税
と
な
っ
て
は
ね
返
っ
て
来
ま
す
。

な
ん
で
も
か
ん
で
も
お
医
者
さ
ん
ま
か
せ
で
な

く
、
又
、
薬
を
飲
む
だ
け
で
は
本
当
の
健
康
は

保
て
ま
せ
ん
。
ど
う
か
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理

に
充
分
気
を
つ
け
ら
れ
て
、
年
齢
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
を
鍛
え
、
病
気
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

や早

f守く9

{~t t医 '

早に
くか
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社
会
体
育
課

五
十
二
年
度
国
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
育
成
指
定
市
に
選
ば
れ
、
各
種
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
そ

れ
を
含
め
て
、
市
全
体
の
体
育

・
ス
ポ

ー
ツ
関
係
事
業
に
つ
い
て
、
五
十
年
度

と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

す
べ
て
五

0
年
度
を
一
O
O
と
し
て

%
で
表
わ
し
て
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
で
五
O
%
、
指
導
体

制
で
四
一
八

・
三
%
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
こ
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と

は
、
健
康
都
市
宣
言
が
お
こ
な
わ
れ
、

市
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
を
具
体

化
す
る
た
め
に
、
体
育
課
が
新
設
さ
れ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
専
管
課
の
新
設
に
よ
っ
て
、
体

育
行
政
の
拡
大

・
充
実
が
な
さ
れ
、
市

民
の
健
康
増
進
に
大
き
く
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

次
に
西
部
中
学
校
と
吉
田
グ
ラ
ン
ド

に
夜
間
照
明
施
設
が
完
成
し
、
勤
労
青

広報うおづ3月号…あなたと市政をむすぷ

壮
年
に
ス
ポ
ー
ツ
の
場
が
提
供
さ
れ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
で
重
要
な
役
割
を

は
た
す
指
導
体
制
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。体育
指
導
委
員
の
一
四
人
増
に
加
え
、

民
間
指
導
者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
バ
ン
ク
登
録
者
が
八
九
名
と
な
っ
た

こ
と
は
、
少
年
層
か
ら
高
齢
者
に
い
た

る
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
と
り
く

め
る
体
制
が
と
と
の
っ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
直
接
参

加
さ
れ
た
、
各
種
事
業
に
つ
い
て
み
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
設
数
は
七
三

三

・
三
%
、
受
講
者
で
は
五
六
三

・
六

%
の
伸
び
と
な
り
、
体
力
テ
ス
ト
の
実

施
数
は
七
O
O
%
、
受
験
者
一
一
一
一
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
体
育
大
会
の
参
加
者
数
は
三
九

七

・
二
%
の
伸
び
で
、
種
目
別
各
競
技

会
に
お
い
て
は
三
O
八

・
二
%
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
体
育
課
が
も
っ
と
も
重
点
と
し
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
数
も
四
六

五

・
七
%
に
伸
び
た
こ
と
は
実
に
喜
ば

し
い
か
ぎ
り
と
い
え
ま
す
。

学
校
開
放
校
の
利
用
状
況
も
二
O
五

.
八
%
と
順
調
に
伸
び
て
お
り
ま
す
し
、

総
合
体
育
館

・
野
球
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
利
用
も
二
五
九

・
五
%
と
伸
び
、

市
民
各
層
が
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守

ろ
う
と
い
う
姿
勢
が
こ
の
数
字
か
ら
う

か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

体
育
課
で
は
こ
の
数
字
を
さ
ら
に
大

き
く
す
る
た
め
、
五
十
三
年
度
の
各
種

事
業
等
を
積
極
的
に
お
し
す
す
め
る
た

め
、
地
区
体
育
振
興
会
を
全
地
区
に
設

立
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
の
社
会
体
育
振

興
の
中
心
で
あ
っ
た
、
体
育
協
会

・
体

育
指
導
委
員
協
議
会

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
協
議
会
等
各
種
団
体
の
育
成

と
強
化
に
つ
と
め
、
市
民
各
層
に
健
康

で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
知
っ
て
い
た
だ

く
場
を
も
う
け
、
明
る
い
健
康
な
都
市

づ
く
り
に
つ
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
と

し
て
、
各
地
域
で
実
施
し
た
市
壮
年
体

力
テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
し
、
国

・
県

平
均
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

今
回
受
験
さ
れ
た
方
の
全
体
的
傾
向

と
し
て
、
瞬
発
力

・
筋
力

・
持
久
力
が

全
国

・
県
平
均
よ
り
優
位
で
あ
る
が
、

巧
綴
性
が
い
ち
じ
る
し
く
劣
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

巧
敏
性
と
は
、
か
ら
だ
を
た
く
み
に

働
か
せ
る
能
力
の
こ
と
で
、
巧
敏
性
が

劣
っ
て
い
る
こ
と
は
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
が
原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
・中
・高
校
生
で
は
敏
し
よ
う
性

・

巧
敏
性
が
高
く
、
筋
力

・
瞬
発
力

・
持

久
力
が
劣
っ
て
い
る
の
で
、
大
人
と
子

ど
も
で
は
反
対
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
子
ど
も
は
常
に
動
い
て
い

る
の
に
対
し
大
人
は
動
き
が
少
な
い
。

一
方
今
の
子
ど
も
は
筋
肉
負
荷
の
動
作

が
少
な
い
の
に
対
し
、
大
人
は
昔
か
ら

の
勤
労
の
蓄
積
が
あ
る
た
め
、
筋
力
が

今
回
の
テ
ス
ト
結
果
を
グ
ラ
フ
等
に

し
て
発
表
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
紙

面
の
関
係
上
、

.考
察
の
み
と
し
ま
し
た

が
、
市
民
各
層
に
は
、
今

後
と
も
壮
年
体
力
テ
ス
ト

を
受
験
さ
れ
、
自
己
の
体

力
が
ど
れ
く
ら
い
か
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

高
い
の
で
す
。

男
女
別
に
分
析
、
比
較
す
る
と
、
持

久
性
・
筋
力
・
敏
し
よ
う
性
に
女
子
が
、

瞬
発
力
で
男
子
が
、
全
国
平
均
よ
り
優

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
巧

徹
性
で
は
男
女
と
も
劣
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
受
験
者
全
体
で
は
、
男
子

よ
り
女
子
が
体
力
的
に
高
い
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
五
種
目
の
総
得
点

で
み
る
と
、
各
年
代
の
体

力
年
齢
で
は
、
三
0
1
三

四

・
三
五
l
三
九
歳
の
人

は
二
十
歳
台
の
体
力
年
齢

で
あ
り
、
四
O
i
四
四

・

四
五
1
四
九

・
五
0
1
五

四
歳
の
人
は
、
実
年
齢
よ

り
約
五
歳
若
い
体
力
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
好
ま
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

45-491t 

壮年体力テスト総合得点

全国・県・市比較グラフ
45-49綾

(9) 
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4
2海
や
山
の
見
晴
ら
し
が
す
ま
コ

均
す
ー
ら
し
い
大
杉
台
町
分
譲
地

h
F
四
月
に
入
居
予
定
の
仏
田
市
営
住
宅
(
手
前
)
と
雇

用
促
進
住
宅

俳
人
口
増
に

よ
っ
て
校
舎
の
増
築
が
行
わ

団
I也

市
営
住
宅
の
総
数
六
三
八
戸

山
引
L

仕
市
に
は
一
丘
か
所
に
市
営
住
~
も

が
あ
り
、
今
年
の
入
何
分
を
含
め
て
そ

の
数
六
三
八
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
二

・
三
年
の
入
尉
希
望
者
の
数

を
礼
ま
す
と
、
年
一

O
O件
か

ら

三

O
什
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
一

人
肘
で
き
る
人
は
約
じ
O
件
で
後
の
平

明
♂
が
入
肘
で
き
な
い
で
い
る
の
が

品
以
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
不
足

こ
の
た
め
市
で
は
毎
年
市
常
作
七
を

築
造
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
五
十

:

(10) 

れ

て

い
る
上
野
方
小

年
度
で
は
第

一
向
で
二
四
戸
の
築
泣
を

比
込
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
山
主

は
不

ιし
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

持
ち
家
の
希
望

一
布
h
M
K
の
持
ち
家
の
希
望
を
か
な

え
る
た
め
に
今
年
は
、

K
け
仏
と
川
ぃ
1
~

ぶ
年

地
町
一
で
之
町
化
し
た
市
営
作
主
な
ど
約

五
C
ド
の
払
い
ド
げ
を
予
定
し
て
川
に

け
品
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
世
併
数
の
明
加
を
比
ま
す
と
、

h
l年
卜
4

一け
か
ら
五
ト
-
一年
卜
二
川

に
か
け
、
川
三
九
戸
の
明
加
を
凡
て
い
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へ

ま
す
。
こ
れ
に
は

一
般
の
別
加
も
あ
り

ま
す
が
、
市
営
住
℃
や
出
川
促
進
肌
ん
じ

の
築
造
そ
う
し
て
、
大
杉
ム
リ
ゃ
い
け
'M
の

分
譲
定
地
地
策
の
成
果
を
比
逃
が
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題

大
引
山
制
な
ど
の
進
山
に
よ

っ
て
、

近
年
ま
す
ま
す
そ
の
尚
業
都
市
化
の
似

向
を
伯
、
く
し
て
い
る
本
市
に
と

っ
て
、

市
勢
発
以
の
た
め
に
は
い
か
に
民
民
に

安
い
℃
地
や
作
ん
ち
を
供
給
で
き
る
か
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

‘・，.

。1)
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保

育

科

生

徒

募

集

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
次
の

よ
う
に
保
育
科
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す。そ
の
目
的
は
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の

一
般
女
子
、

勤
労
女
子
の
教
養
を
深
め
、
特
に
保
育

に
関
す
る
専
門
的
教
養
と
知
識
を
習
得

さ
せ
て
、
特
に
将
来
保
母
と
し
て
の
実

十
個
カ
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

」
1

修
業
年
限
二
か
年

}

募
集
人
員
約
八

O
名

pd
出
願
期
間

三
月
二
十
七
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、

卜
ν
富
山
市
赤
江
町
一
ノ
四
五
富
山
県
立
雄

峰
高
等
学
校
倉
0
7
6
4
l斜
1
4
9

お
5

1

2
う
ぞ

広報うおづ3月号…あなたと市政をむすぷ

魚
津
市
へ
の
ご
寄
付
(
敬
称
号

マ
百
万
円

l
住
吉
小
備
品
代
と
し
て
吉

回
工
業
側
吉
田
忠
雄

マ
四
万
円

1
道
下
保
育
園
備
品
松
原
正

治
・
大
島
富
雄
・
稲
葉
清
吉

マ
五
万
二
千
円

l
住
吉
保
育
園
備
品

石
坂
幸
吉

マ
ア
ザ
ラ
シ
剥
製
一
頭

1
北
鬼
江
浦
島

豊
マ
書
一
点

1
大
海
寺
野
宮
坂
翠
峰

マ
月
の
輪
熊
の
毛
皮
一
ぃ
ロ
…

l
魚
津
猟
友

会
々
長
川
原
田
昭

マ
十
万
円

1
村
木
公
民
館
備
品
代
中
央

通
り
中
村
松
之
助

マ
三
十
万
円

l
社
会
福
祉
施
設
設
備
費

富
山
市
稲
荷
元
町
石
淵
三
郎

4
樹

、

農

作

業

の

伊
限
切
標
準
料
金

市
農
業
委
員
会
と
、
農
協
連
絡
協
議

会
・
農
業
技
術
者
協
議
会
が
協
議
の

う
え
五
十
三
年
度
の
標
準
料
金
を
次

の
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

1
、
叩
ア
!
ル
あ
た
り
作
業
料
金

耕

う

ん

機

一

O
、
七

O
O円

う

ち

荒

起

玉

、

三

O
O円

荒

掻

二

、

七

O
O円

代

掻

二

、

七

O
O円

バ
イ
ン
ダ
ー
八
、
五

O
O円

コ
ン
バ
イ
ン
一
四
、
四

O
O円

ト
ラ
ク
タ
ー
一

O
、
0
0
0円

田

植

機

五

、

三

O
O円

2
、
一
日
当
り
の
人
夫
賃

男

五

、

二

O
O円

女

四

、

七

O
O円

グ
駒
向
W

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

似
公
い
の
保
安
点
検

三
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

経
団
地
区
四
五

O
戸

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
お
休
み
、
お
出

か
け
前
に
確
認
も

う
一
度
/
ガ
ス
の

元
栓
、

O
K
?』

J
M
3電
気
配
線
の

J
m
h
無
料
診
断

三
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
ず
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

吉
島
一
部
、
北
鬼
江
、
上
口

住
吉
、
慶
野
、
三
田

木
江
国
道
八
号
線
の
上
、
相
ノ
木

大
海
寺
新

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ
、
財

団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支
部

魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸
電

力
側
魚
津
営
業
所
内
)E
n
l
1
6
5
5
 



防
隆
夫
ご
家
庭
で
自
然
の
味

・
闘
を
い
か
が
で
す
か

森
林
組
合
で
は
、
春
植
用
の
杉
苗
木
、

し
い
た
け
、
ナ
メ
コ
菌
や
、
し
い
た
け

ほ
だ
木
の
あ
っ
旋
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
三
月
末
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
杉
首
一
本
六
五
円

マ
し
い
た
け
、
ナ
メ
コ
菌
(
一
、

0
0
0

個
人
り
)
一
ぴ
ん
二
、二
O
O円
の
予

定
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…あなたと市政をむすぷ

3，000円

3，000 

100，000 

55，000 

40，000 

1，200，000 

5，000 

10，000 

5，000 

5，000 

144，000 

3，000 

魚 ・中央通り 2丁目打敷 1枚
まんじゅう50コ・ドラ焼50コ

5，000 

畑山道堅 魚・上村木

菅原、 隆 " 火の宮町

近藤勝治 下 ・朝日町桜町

NHK歳末たすけあい募金

県庁幹部職員一同義援金

理 事 会

大坪美香 黒 ・石田

梅原達雄 魚 ・諏訪町

黒部市連合青年団団長川端秀昭

下野方婦人会

代表大愛和歌子

若林好古堂 魚 ・文化町

新川ヴィーラ後援会

匿名

北喜健治

魚 ・友道

し
い
た
け
ほ
だ
木
一
本
三
三

O
円
の

予
定
な
お
、
多
少
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
役
所
内
森
林
組
合

宮
内
線
2
9
2

。
行
旅
死
亡
人
案
内

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
心
当
り
の
か
た
は
市
役
所

市
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(性
別
年
齢
特
徴
発
見
場
所
の
順
)

V
男
・
三
十
歳
位
・
百
六
十
七
日ン
・
中

肉
中
背
四
角
顔
左
脇
腹
拾
円
玉
あ
ざ
・

石
川
県
羽
咋
郡
富
来
町
黒
崎
キ
ャ
ン
プ

V
男

・
三
十
歳
位

・
百
七
十
日
:
体
重

五
十
五
J

・
や
せ
型

岐
阜
県
上
加
納
山
山
中

V
男

・
四
十
歳
i
五
十
歳

・
百
六
十
勺

1
百
六
十
五
で
白
髪
混
り
足
関
節
用
装

観音堂

謝訪町1区

友道

" 

" 

" 

松倉保育園

幸江

魚住金五郎

小崎

具
使
用

・
岐
阜
県
羽
島
郡
笠
松
町
東
笠

松
駅
構
内
線
路
敷
地
内

V
男

・
三
十
歳
位

・
身
長
百
六
十
二
日ン

.
敦
賀
市
坂
の
下
町
字
岩
谷
十
四

V
男

・
十
七
i
二
十
四
歳
位

・
身
長
百

八
十
三
勺
や
せ
型
パ

l
マ
を
か
け
て
い

る
、
国
鉄
信
越
線
長
野
駅
構
内

V
女

・
二
十
五
1
三
十
歳
位

・
身
長
百

五
十
六
で
や
せ
型
面
長

・
南
安
曇
郡
安

宮村
上
高
地
山
林
内

た
こ
あ
げ
に
ち
ゅ
う
い
。

台
電
線
の
近
く
で
の
た
こ
あ
げ
は
き
け

ん
で
す
。

合
電
柱
に
は
絶
対
に
の
ぼ
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

合
万
一
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き
は

す
ぐ
最
寄
り
の
北
陸
電
力
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。
北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

宮

μ
1
1
4
0
0

(13) 

雑布 35枚

ワイシャツ

下着外38点

紙おむつ 2包

中古衣類

高円 孝 " 真成寺町 ノ〈ナナ 1箱

大島としえ "上村木 お菓子55袋

小川義一 "火の宮町 みかん 1箱

魚津西ロータリークラブ魚・本江 下着 54枚

桜井高校家庭クラブ おむつ107枚

森川美代子 魚 ・道坂 額 1枚

小坂きくえ "本江 もち米10K

広沢育男 滑 ・追分 みそ 20K

富山県北日本放送社会福祉事業基金カラーテレビ

沢井生花庖 魚 ・中央通り 生花 100本

富山地方向盟 富 ・桜町2丁目 吸入吸引器

桂須磨子 三重県松阪本町

歌謡浪曲 LPレコード 2枚

広瀬 正 魚・駅前新町 りんご l箱

魚津市農業協同組合 魚 ・釈迦堂1丁目

総務部長 北陸中日新聞 5部 1か月分
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-1'h

一

市
史
史
料
編
編
さ
ん
室
か
ら

騒1

擾;

藩
政
期
に
お
い
て
騒
擾
を
か
も
し
だ

す
こ
と
は
命
が
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

故
に
、
一
撲
や
強
訴
は
、
特
別
の
理
由

が
な
い
限
り
起
き
得
な
い
も
の
で
あ
っ

た。
魚
津
関
係
の
大
き
な
騒
動
と
い
え
ば
、

文
政
十
一
年
(
一
八
二
八
年
)
の
八
幡
騒

動
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
年
)
の
ば
ん

ど
り
騒
動
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
で
あ

ろ
う
。
一
、
八
幡
騒
動

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
諏
訪
神
社

祭
礼
執
行
を
交
代
で
担
当
し
て
い
た
神

明
社
と
八
幡
社
の
間
で
論
争
が
起
こ
り
、

そ
れ
に
関
連
し
て
八
幡
社
側
氏
子
が
奉

行
所
へ
押
し
か
け
る
な
ど
の
騒
ぎ
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
主
謀
者
と
し
て

浜
屋
彦
助
ら
三
人
が
、
打
ち
首
に
さ
れ

た
あ
と
さ
ら
し
首
に
さ
れ
た
事
件
で
あ

る
。
今
は
な
い
「
吉
野
旧
記
」
(
魚
津
町

誌
所
載
)
に
よ
る
と
、
そ
の
一
人
吉
見

屋
幸
助
死
罪
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

二
、
ば
ん
ど
り
騒
動

幕
末
か
ら
の
政
情
不
安
に
加
え
、
病

害
虫
に
よ
る
凶
作
で
、
農
民
は
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
が
。
十
村
た

ち
は
容
赦
な
く
年
貢
の
取
立
て
を
押
進

め
た
た
め
、
つ
い
に
明
治
二
年
塚
越
村

の
忠
次
郎
を
首
領
に
農
民
た
ち
が
暴
動

を
起
こ
し
、
新
川
郡
一
帯
を
荒
ら
し
ま

わ
っ
た
事
件
で
、
魚
津
市
内
で
も
数
軒

の
大
百
姓
の
家
な
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

こ
の
一
党
が
、
吉
島
の
十
村
役
神
保
家

を
襲
っ
た
際
に
立
寄
っ
た
相
木
の
医
師

相
馬
則
部
の
口
書
が
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
は
次
の
よ
う
に
状
況
を
述
べ
て
い

る。

h
F

八
幡
騒
動
犠
牲
者
顕
彰
碑
(
八
幡
社
)

こ
う
し
て
荒
れ
狂
っ
た
一
撲
も
忠
次

郎
の
処
刑
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
騒

援
は
そ
の
動
機
を
首
肯
し
得
る
も
の
が

多
い
が
、
推
移
と
結
末
に
お
い
て
は
悲

惨
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
事
件
も

深
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

米
騒
動
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
触

れ
て
み
た
い
。

(
詳
し
く
は
魚
津
市
史
上
巻
六
二
ハ

・

八
六
五
勺
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
現

在
、
魚
津
市
史
の
史
料
編
を
編
さ
ん
中

で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
結
構

で
す
か
ら
、
史
料
を
お
持
ち
の
方
、
あ

る
い
は
所
在
を
ご
存
じ
の
方
は
、
市
総

務
課
市
史
編
さ
ん
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。)

図
書
館
-
}
ど
もし
ゅ
う
か
い

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
市

3
月
の
お
し
ら
せ

6
日
側
な
ぞ
な
ぞ
・
ク
イ
ズ

ず
の
う

み
ん
な
の
頭
脳
に
ち
ょ

う
せ
ん
グ

初
日
細
川
し
お
り
作
り

か
わ
い
い
し
お
り
人
形

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど
も

の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

案内
3月10日幽午後 1時30分から 4時まで

市役所三階大会議室

富山県児童相談所

永山博先生

家庭道徳と社会道徳とのつながり

主催市教育委員会

市中央公民館

A
E
 

文化講演
0 日時

o場所

0講師

0演題

...o、
::z:li: 

幼児の家庭教育についての講演会を聞きます。

幼児をお持ちのお母きん方，お誘い合わせのう

え聴講くださるようお待ちしています。

[>日時 3月8日附午後2時-4時

b場所村木，市民研修センター
[>講師 富山女子短期大学助教授石上芳子先生

[>演題 「人間形成としての幼児教育」

主催 中央公民館

幼児学級講演

。。
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tl堕17
会

引館

テ
レ
ビ
の
活
用
と
読
書

昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
、

N
H
K

テ
レ
ビ
の
本
放
送
開
始
当
日
の
全
国
で

の
受
信
契
約
数
は
八
六
六
件
、
昨
年
十

一
月
末
現
在
の
契
約
数
は
二
七
五

O
万

件
と
な
り
、
生
活
と
テ
レ
ビ
は
切
り
離

す
こ
と
が
不
可
能
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。N
H
K
調
査
で
は
、
テ
レ
ビ
を
一
番

よ
く
見
て
い
る
の
は
家
庭
婦
人
で
、
平

日
の
一
日
平
均
、
四
時
間
五
七
分
と
い

う
数
字
が
出
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
生
活
の
中
に
い
か
に
う
ま

く
利
用
す
る
か
を
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

婦
人
百
科
、
趣
味
の
園
芸
、

3
分
ク

ッ
キ
ン
グ
、
き
ょ
う
の
料
理
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
さ
せ
な
い
で

と
い
う
本
が
出
ま
し
た
。
著
者
は
「
自

閉
症
の
原
因
は
、
テ
レ
ビ
で
は
な
い
か
」

と
疑
問
を
い
だ
き
な
が
ら
、
こ
と
ば
の

お
そ
い
子
や
こ
と
ば
を
な
く
し
た
子
ど

も
た
ち
の
心
理
判
定
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
テ
レ
ビ
を
侵
す
も
の
、
テ

レ
ビ
は
魔
物
か
、

な
ど
も
輿
味
深
か
く

読
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
テ
レ
ビ
と
本
、
映
画
と
本
は

切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

読
ん
で
か
ら
見
る
か
、
見
て
か
ら
読

む
か
と
大
き
く
P
R
し
た

「
人
間
の
証

明」

朝
の
ド
ラ
マ

「
風
見
鶏
」
上
・
下

四
月
か
ら
始
ま
る
「
お
て
い
ち
ゃ
ん
」

は

「
私
の
浅
草
」
(
沢
村
貞
子
著
)
が
脚

本
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
曜
日
の

「
黄
金
の
日
日
」
「
呆
宋
助

左
衛
門
」
「
東
芝
日
曜
劇
場
」

が
あ
り
ま

す。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
は
、
演
出
家

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
心
を
う
つ
度
合

い
が
違
っ
て
き
ま
す
。

「
明
日
の
た
め
に
」
(
石
井
ふ
く
子
著
)

名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
著
者
が
、

マ
ス
コ
ミ
か
ら

ρ

オ
ニ
お
ふ
く
。
と
ネ

ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
「
た
だ
い
ま
十
一
人
」

を
最
初
に
次
々
と
連
続
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ

に
取
り
組
ん
で
、
家
族
が
安
心
し
て
楽

し
ん
で
見
れ
る
ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
る

苦
心
談
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
図
書
館
に
備

え
ら
れ
て
い
る
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

" 

/、 一一 一ーブL 三三ノ、/、ョ玉 二二 ヨs:.14EI一 二二
~ 一一 一一/、~ /"にーー フ匂ブ"t..ブ1..Cコフ句
人人人人人人人人人人人入

三一量究室三 三 芙美四五宗
人人 人人人 人 人人瓦人人人

西
部
中
学
校
四
一
四
人
雪
瓦
人

東
部
中
学
校

三三
人

二八二
人

計

七

二七
人
七
三
人

小

・
中
学
校
の
卒
業
式

三
月
十
七
日
幽
西
部
中
学
校

H

東
部
中
学
校

三
月
十
八
日

ω松
倉
小
学
校

H

上
野
方
小
学
校

本
江
小
学
校

片
貝
小
学
校

西
布
施
小
学
校

白
倉
小
学
校

大
町
小
学
校

村
木
小
学
校

住
吉
小
学
校

上
中
島
小
学
校

坪
野
小
学
校

吉
島
小
学
校

道
下
小
学
校

経
団
小
学
校

月

十
日"
(月) " " " 
" " " " " " 

。。

住村大学お卒 いら月前学 おにな学 願た知届を者 て名いで入ま ら
吉木町枝り業市 ま各六九校な届各さ生まいらもけ二の小 「いでま昨学すま ふ
小名で予内入す学日時がおけ小ん徒たま市れし月み学 入 ま昨す年す。も が'
"学 1 す定小学。校閥 、四入し学にの中す教なま中な校 学 す年。よるこな 欝
校話。児、と で午中月学て校は保学。委どし旬さの 通 。よまりおとく 議

埼 予 童中卒 行前学五式あを二護校 へあたこん新 知 りた六子し新 会
=一 定 生学業 う九校日はり通月者の ごりがろに入書 ー中九さ市学 藍
宍 三三 数 徒校予 こ時が閥、まじ下の新 連ま、に又学 」 八学名ん内年 芸
人人人古 数別定 とか四午小すて句み入 絡し通わ品児 名校増はのが 議

蓄 はの数 によー:ーー 二.-_.-.:-:...:..:..:-ーー九…2・・ケぷ高童 増はと八小は 量

点せ?? ?ii望事暴露ま尊重巌言語 日当時!
ぷ七三ムヱヤ予計二今予三十三今三今去二三之ぞ:子三守二西経道吉片本上坪松上 主

ー-一 布団下島貝江野野倉中 犠
施 方島 ス

計倉" " " " " " " " "小 すふ比 宝
寸- f 
校 ~ ~ 

F 
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'
盲
目
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
三

‘
種
混
合
予
防
接
種
(
第
三
回
目
)

マ
該
当
者
H
H
(
第
一
期
)
五
十
三
年
一

月
一
日
現
在
、
満
二
歳
以
上
i
四
歳
誕

生
日
ま
で
の
人
で
、
一
月
i
二
月
に
一

回
1
二
回
接
種
ず
み
の
人
。

(
第
二
期
)
五
十
二
年
三
月
二
十
二
日

以
前
に
第
一
期
接
種
終
了
者
(
昨
年
第

一
期
を
二
回
1
三
回
接
種
ず
み
の
人
。
)

マ
な
お
、
四
歳
以
上
l
六
歳
誕
生
日
ま

で
の
人
で
、
一
月
1
二
月
に
ジ
フ
テ
リ

ア
単
独
接
種
ず
み
の
人
。

マ
実
施
日

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
一
時
i
一一

時。マ
禁
忌
事
項

1

発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い

栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

2

心
臓
血
管
系
、
腎
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人
。

3

接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液

の
成
分
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を

呈
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
。

4

過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防

接
種
に
よ
り
、
副
反
応
を
呈
し

た
こ
と
の
あ
る
人
。

5

接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い

れ
ん
の
症
状
を
呈
し
た
こ
と
の

あ
る
人
。

以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
か
ら

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

O
朝
と
昼
の
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
こ
と
。

V
母
親
学
級
(
B
コ
l
ス
)

マ
日
時

1
一
一
一
月
十
七
日
幽

午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三
時
三
十
分

マ
場
所

l
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人

マ
今
月
の
内
容

・
産
後
の
健
康
(
映
画
)
家
族
計
画

.
乳
児
の
栄
養

・
妊
娠
、
産
祷
の
食
事
(
実
習
)

・
分
娩
の
生
理
(
医
師
の
講
話
)

.
新
生
児
の
保
育
に
つ
い
て

マ
初
産
の
方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昼
食
を
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

く歪月 ~4[)
マ
会
場

1
保
健
所

V
乳
児
検
診

マ
会
場

l
保
健
所

注
l
保
健
所
新
築
移
転
の
た
め
、
三
月

の
三
か
月
検
診
は
一
回
に
し
ま
す
。

三
月
九
日
以
後
に
三
か
月
に
な
る
人

は
、
四
月
の
検
診
日
に
お
い
で
く
だ
さ

V
成
人
病
相
談

マ
三
月
八
日
側
三
月
二
十
二
日
附
い
ず

れ
も
午
後
一
時
i
三
時

マ
市
庁
舎
保
健
室

(一

階
)

マ
内
容
医
師
に
よ
る
診
察
・
心
電
図

血
圧
測
定
・
検
尿
・
保
健
指
導

マ
検
診
料

l
無
料

※
希
望
者
は
、

一
週
間
前
ま
で
に
市
生

活
環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
百
楽
荘
で
の
老
人
健
康
相
談

マ
三
月
八
日
附
午
前
十
時
三
十
分
i
十

二
時

O
内
容

l
健
康
体
操
(
市

・
体
育
指
導

員
)

・
健
康
相
談

マ
三
月
二
十
二
日
附
午
後
一
時
三
十
分

ー
三
時

O
内
容

1
健
康
相
談
・
体
操

~~ 

ι { _'1，・?
言;渉内i
主題ぬ(

細
菌
の
活
動
を
盛
ん
に
し
て
ム
シ

歯
に
な
り
や
す
く
し
ま
す
。

牛
乳
・
卵
・
果
物
を
豊
富
に

蛋
白
質
、
無
機
質
の
多
い
牛
乳

や
、
乳
製
品
、
卵
、
ビ
タ
ミ
ン
の

多
い
果
物
や
野
菜
、
そ
し
て
カ
ロ

リ
ー
源
の
穀
類
や
芋
類
を
組
合
せ

て
与
え
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
は
選
ん
で

歯
に
く
っ
つ
き
ゃ
す
い
お
菓
子

や
、
合
成
着
色
料
な
ど
の
添
加
物

醐

を
使
っ
た
飲
み
も
の
は
さ
け
、

鵬

果
物
や
牛
乳
を
原
料
と
し
て

醐

作
っ
た
も
の
を
選
ん
で
、
規

融

則
正
し
く
与
え
る
よ
う
に
し

覇

ま
し
ょ
う
。

醐

*
よ
い
お
や
つ
の
例

調

・
ド
ー
ナ
ツ
と
み
か
ん

醐

ド
ー
ナ
ツ
の
中
に
、
ゴ

醐

マ
や
人
参
を
お
ろ
し
て

醐

入
れ
て
は
い
か
が
。

醐

・
お
好
焼
と
牛
乳

・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー

お
や
つ
は
、
マ
マ
の
手
作
り
が
、

一
番
で
す
。

お
母
さ
ん
/
可
愛
い
お
子
さ
ん

の
お
や
つ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

与
え
て
い
ま
す
か

幼
児
の
お
や
つ
は
、
栄
養
上
三

回
の
食
事
で
は
と
り
き

醐
輔
瞳

れ
な
い
分
を
補
、
っ
目
的

観

覇

の
ほ
か
、
情
操
を
豊
か

鞠
割
離

に
す
る
上
に
も
意
義
が

聾

轟

あ
り
ま
す
。

翻
訳
輔

神
経
質
に
な
り
す
ぎ

鱒
御
盤

て
、
子
供
に
と
っ
て
大

輔
利
組

き
な
魅
力
の
あ
る
お
や

贈

謹

つ
を
と
り
あ
げ
て
し
ま

関
部
蹴
醐

う
の
も
、
子
供
の
夢
を

時

畠

な
く
し
て
し
ま
う
こ
と

臨
騨
麟
瞳

に
な
り
ま
す
。

お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
て

お
や
つ
の
回
数
や
分
量
が
多
す

ぎ
る
と
、
食
事
の
時
に
は
お
腹
が

す
か
な
い
の
で
、
あ
ま
り
好
き
で

な
い
食
べ
も
の
は
敬
遠
さ
れ
、
偏

食
や
む
ら
食
い
、
わ
が
ま
ま
を
助

長
す
る
一
方
、
身
体
に
も
悪

い
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、

t
j
/

時
間
も
決
め
ず
に
、
ダ
ラ
ダ
?
。
H

L

ラ
と
与
え
て
い
る
と
、
口
の
/
'
¥

中
は
常
に
汚
れ
っ
ぱ
な
し
で
、

。。
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V
胃
検
診

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
西
布
施
・
松
倉
地
区
の
健
康
相
談

マ
三
月
十
=
百
側
西
布
施
公
民
館

マ
三
月
二
十
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

マ
時
間
午
後
一
時
i
三
時

マ
乳
児
か
ら
老
人
ま
で
の
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。

V
婦
人
検
診

i!#J 
~\ I"" " 、L

マ
受
付

l
午
後
一
時
i
一一時

マ
料
金
未
定

マ
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
各
家
庭

へ
ま
わ
る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
す
る

か
、
直
接
市
生
活
環
境
課
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

宮
内
線
2
3
1

こ
の
岩
屋
を
三
太
岩
屋
と
い
う
。

猟
師
三
太
は
こ
の
岩
屋
に
住
み
狩
猟
を

し
て
生
活
し
て
い
だ
。
南
又
の
竜
石
も

こ
の
三
太
に
ま
つ
わ
る
伝
説
の
石
で
あ

る
。
猟
師
三
太
は
背
丈
ガ
高
く
六
尺
豊

か
で
足
ガ
速
く
、
坂
道
を
の
ぼ
る
に
も

ひ
と
ま
だ
ぎ
、
六
尺
も
あ
り
、
山
の
の

ぼ
り
く
だ
り
も
変
ら
な
い
速
さ
で
あ
つ

だ
と
い
う
。

三
太
は
自
分
の
住
居
で
あ
る
岩
屋
の

中
を
き
れ
い
に
し
て
い
な
か
っ
芝
の
で

人
々
は
、
神
の
だ
だ
り
で
死
ん
だ
の
だ

と
伝
え
て
い
る
。

小
又
と
い
う
と
こ
ろ
で
倒
れ
だ
と
い

う
が
だ
れ
ガ
助
け
だ
の
か
、
そ
の
ま
ま

死
ん
だ
の
か
舎
は
わ
か
ら
な
い
。

岩
屋
の
中
に
は
栢
ち
果
て
芝
受
柱
ガ

倒
れ
て
お
り
音
の
狩
猟
や
雨
や
と
り
に

に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
春
の
予
防
注
射
は
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
か
ら
、
最
寄
り
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
登
録
手
数
料
三
百
円

マ

注

射

料

六

百

五

十

円

マ
注
射
済
票
交
付
手
数
料
百
五
十
円

3
月
の
休
日
診
療
医

12 1 53 
日 |日 月

(目。 1 (8) 

宮|桝
本|崎
医|医
院|院

宮新|宮中
@角I@央
1)111 I通
o 1 0り
1 I 3 
2 I 9 
2 I 9 

日
日

一旦
宮
元
医
院

一都
@
氾
1
3
9
3

日

ω 
米
沢
医
院

宮島|宮上
@ I@村
i尻 1I木
8 I 7 

o I 7 
8 I 7 

6
1
-a
一
片

貝

2
E
一任
一
診
療
所

一
日
一
回
一森
本
医
院

一舗
飴一直
1
2
5
3

( 1月末現在)口人

200，75 m' 

7.9 km 
12，604戸

23，685人

25，488人

49， 173人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

。め
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固 胃 匝国宮司 間 直 園 困
¥ 

， 

よぞ 総 合 体 育 館 市民会 館 市民研修 セ ンター 勤労 青少年ホーム

1 水 英語教室
フラワーデザイン ・煎茶
社交ダンス ・料理 ・卓球

2 木 老人趣味教室(華道)
コーフス練習 ・整美体操 絵画 ・琴 ・生花 ・ギター
バレエ教室 料理

3 金
日カ研究所

算数教定
生花 ・きもの着付 ・フォーク

卓球・バドミントン大会(大一朝・昼) 卓球

4 土
北電体力づくり (大・小一朝)

聴覚障害者相結婚談会式挙・行映画(1サ組ー) 
絵画教室

民謡
郵便局卓球大会(中一朝) クル例会 ・ 滞映会 ・自然、食研修会

5 日 上村木親和会卓球大会(中一朝)郷土芸能大会 ピアノ教室 休館日
スポーツテスト判定員講習会(小・会ー紛j・昼)

ヨ』

6 月 休館日 英会話教室 ・整美体操 手話・抹茶・詩吟

7 火 婦人体力づくり教室(小一朝) 算数教室 日本人形 ・郷土民諮

8 71<. 電子編機講習会 英語教室
フフワーデザイン ・煎茶
社交ダンス ・料理 ・卓球

9 木 老人趣味教室(華道)
コーフス練習 絵画 ・琴 ・生花 ・ギター
整美体操 ・バレエ教室 料理

10 金 野球審判講習会(小一夜) 算数教室
生花 ・きもの着付 ・フォーク
卓球

スギノマシン卓球大会 絵画教室
11 土 民謡(中-1壬・夜) 明民 S言

濡映会 ・自然食研修会
λe ~tI' ヨ

d晶 ' 

12 日 吉島地区バドミントン大会 老人芸能挙大行会( ピアノ教室 休館日
(大-(iJj・3主)結婚式 2組)

13 月 休館日 英会話教室 ・整美体操
手話 ・抹茶 ・詩吟

14 火 婦人体力づくり教室(小一報l)
， 

算数教室 日本尺形 ・郷土民諮

15 水 悶 英語教室 フラワーデザイン ・主煎事茶
社交ダンス ・料理 ・ 球

16 木 老人趣味教室(華道)
コーフス練習 絵画 ・琴 ・生花 ・ギター
整美体操 ・バレエ教室 料理

17 金 野球審判講習会 (小一夜) 算数教室
生花 ・きもの着付 ・フォーク
卓球

18 土 北電営業所バレー(大.)1-:11) 結婚式挙行(5組)
絵画教室

民謡
協映会 ・自然食研修会

19 日 本新町内会卓球大会(中一企) 春の民謡まつり大会 ピアノ教室 休館日

20 月 休館日 英会話教室 ・整美体操 手話 ・抹茶・詩吟

21 火 婦人体力づくり教室(小一制) 結婚式挙行(2組) 算数教室 イ木館日

22 71<. 休館日 三種混合予防注射 英語教室
フフワーデザイン ・煎茶
社交ダンス ・料理 ・卓球

23 木 JI 
コーフス練習 絵画 ・琴 ・生花 ・ギター
整美体操 ・バレエ教室 料理

24 金 野球審判講習会 (小一夜) IJ 算数教室
生花・きもの着付 ・フォーク
卓球

25 土 結婚式挙行(2組) 絵画教室
民謡

祷映会 ・自然、食研修会

26 日 野球審判講習会(大M一朝) 結婚式挙行 (4組) ピアノ教室 休館日

27 月 休館日 チピッ子大会 英会話教室 ・整美体操 手話 ・抹茶 ・詩吟

28 火 婦人体力づくり教室 算数教室 日本人形 ・郷土民謡

29 水 親子劇場公演会 英語教室
フラワーデザイン ・煎茶
社交ダンス ・卓球

木
コーフス練習

30 整美体操 ・バレエ教室 絵画 ・琴 ・生花 ・ギター

ぞl金 三種混合予防注射 算数教室
生花 ・きもの着付 ・フ才一ク
卓球

。的
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一両
さ
三
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
木
で
、

そ
の
樹
齢
も
推
定
し
が
た
い
古
木
で
す
。

樹
幹
は
根
元
か
ら
少
し
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
九
本
に
わ
か
れ
、
そ
の
校
張
り
は

三
五
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
び
、

一
本
で

う
っ
さ
う
と
し
た
森
を
な
し
て
い
ま
す
。

村
人
は
こ
の
木
の
種
子
で
苗
を
作
リ
、

植
林
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
大
樹

の
あ
る
と
こ
ろ
を
大
沢
屋
敷
と
い
い
、

沢
家
の
祖
先
大
沢
庄
左
衛
門
の
屋
敷

あ
と
で
、
大
沢
村
の
地
名
は
こ
こ
か

と
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
び
と
は
昔
か
ら
こ
の
木
に
神
が
や

ど
っ
て
い
る
と
い
っ
て
あ
が
め
ま
つ
り
、

今
も
大
沢
の
地
鋲
杉
と
し
て
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
昨
年
の
豪
雪

の
も
の
す
ご
さ
を
語
る
よ
う
に
、
太
枝

が
折
れ
て
天
空
か
ら
た
れ
さ
が
っ
て
い

ま
す
。

天
然
記
念
物

『
大
沢
の
地
鎮
杉
』

電
鉄
魚
津
駅
発
の
黒
沢
行
き
パ
ス
の

終
点
で
下
車
、
坂
道
を
歩
く
こ
と
二
十

分
で
到
着
し
ま
す
。

こ
の
杉
は
、
立
山
杉
の
代
表
的
な
天

然
杉
。
幹
ま
わ
り
八
、
五
メ
ー
ト
ル
、

春
場

や
へ
だ
た
り
仰
ぐ
地
鎮
杉

一

由

友

女

位。

「楽
し
か
っ
た
校
内
ス
キ
!
大
会
』

片
貝
小
学
校
六
年

:n 
，Ja.. 

誉

中

) 11 

わ
た
し
た
ち
の
学
校
は
、
山
々
に
か

こ
ま
れ
、
す
ぐ
横
に
片
貝
川
が
流
れ
る

そ
ん
な
静
か
な
村
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
村
も
今
は
、

雪
が
降
り
和
も
っ

て

一
面
の
銀
世
界
と
な
っ
て
い
ま
す
。

i
l
!

b
F
 

h
f
-U44
 

，
に
え
いわ
¥
除

』

1

4司

』

F
写
真
は
中
川
澄
誉
さ
ん

7

コ
羽

M
E
-
-

、，
h

乙

込

動
や
勉
学
に
気
を
く
ば
っ
て
や
り
た
い

こ
同
案
愛
記

念
一

'

て、

a
H
f
z
s
t
・--E
ど

も
の
で
す
c

今
月
号
は
、
み
ん
な
の
好
意
で
、
広
特
に
進
学
で
き
な
か
っ
た
子
に
は
、

報
発
刊
以
来
初
の
カ
ラ
l
刷
り
で
す
。

明
日
と
い
う
明
る
い
日
々
が
続
い
て
い

さ
て
い
よ
い
よ
四
月
か
ら
は
新
学
期
る
こ
と
や
、
豊
か
な
人
生
経
験
を
待
た

で
す
。
お
子
さ
ん
が
元
気
に

一
年
生
に
こ
と
を
よ
ろ
こ
び
と
す
る
よ
う
勇
気
づ

入
学
す
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
楽
し
い
も
け
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

の
で
す
。
も
う
ラ
ン
ド
セ
ル
を
そ
ろ
え
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
広
報
に
対

て
そ
わ
そ
わ
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
す
る
要
望
な
ど
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

し
よ
う
。
多
く
の
子
供
達
の
中
に
は
不
さ
い
。
連
絡
は
次
へ
ど
う
ぞ
・:

運
に
も
進
学
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
る
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

こ
と
で
し
ょ
う
。
子
供
が
健
康
で
毎
日
魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聡
係

元
気
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
食
事
や
辺

宮
内
線
2
3
8

一
月
二
十
九
日
、
日
脱
日
に
は
、
ス

キ
ー
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
場
所

は
学
校
の
近
く
の
う
え
ん
山
と
い
う
山

で
す
。

ス
キ
i
に
沿
っ
て
い
る
途
中
は
、
雪

が
ち
ら
ち
ら
降
っ
た
り
、
急
に
大
防
が

照
り
つ
け
た
り
の
変
わ
り
ゃ
す
い
天
候

で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
滑
っ

て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
競
技
に
備
え

て
一
生
け
ん
命
に
練
習
し
ま
し
た
。
そ

の
念
願
も
か
な
い
、
滑
降
、
回
転
と
も

に
一
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ス
キ
ー
大
会
も
、
今
年
で
小
学

校
生
活
最
後
だ
っ
た
の
で
、
中
学
生
に

な
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
い
思
い
出

と
し
て
残
る
と
思
い
ま
す
。

印刷/魚津印刷株式会社


